
１
月
26
日
㈭
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
の
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
保
全
活
動
を
行
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・
登
別
の
理
事
長
・

堀ほ
り

本も
と

宏ひ
ろ
し

さ
ん
を
講
師
に
招
き
『
環
境
講
演
会
』
（
市
主

催
・
市
環
境
保
全
市
民
会
議
共
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

堀
本
さ
ん
は
、
貴
重
な
湿
原
を
子
ど
も
た
ち
に
残
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
活
動
を
始
め
た
こ
と
や
、
湿
原
の

特
徴
・
特
異
性
、
湿
原
に
生
息
す
る
生
き
物
な
ど
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
説
明
。
約
100
人
の
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
湿
原
の
保
全
と
再
生
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

環
境
講
演
会

キ
ウ
シ
ト
湿
原
を
守
り
、

未
来
へ
つ
な
ぐ

▲�鬼の登場に驚き、保育士にしがみつく子どもたち
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１
月
28
日
㈯
、
登
別
・
幌
別
・
鷲
別
地
区
で
『
２
０

１
７
鬼
ま
つ
り
』
（
鬼
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

鬼
に
変
装
し
た
『
元げ

ん

鬼き

ふ
り
ま
き
隊
（
豆
ま
き
隊
）
』

が
、
各
地
区
の
商
店
街
や
保
育
所
、
病
院
な
ど
を
訪
れ
、

太
鼓
や
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
無
病
息
災
・
家
内
安
全
・

商
売
繁
盛
を
祈
願
。
保
育
所
で
は
、
鬼
の
登
場
に
驚
い

た
子
ど
も
た
ち
が
泣
き
出
し
た
り
、
鬼
に
向
か
っ
て
豆

を
投
げ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
区
の
会
場
で
は
、
餅
つ
き
や
餅
ま
き
、

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
の
点
灯
式
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２
０
１
７
鬼
ま
つ
り

鬼
の
豆
ま
き
隊
、

い
ざ
出
陣

▲�自然学習や市民の憩いの場として利活用を進めているキウシ
ト湿原の保全活動などについて聞き入る参加者

２
月
３
日
㈮
・
４
日
㈯
の
２
日
間
、
登
別
温
泉
と
カ

ル
ル
ス
温
泉
で
『
第
46
回
登
別
温
泉
湯
ま
つ
り
』
（
登

別
観
光
協
会
・
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
ま
つ
り
は
、
登
別
温
泉
の
多
彩
で
豊
富
な
湯
量
が

尽
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
祈
願
し
、
天
与
の
効
能
に
感

謝
を
す
る
と
と
も
に
、
赤
鬼
・
青
鬼
の
『
湯ゆ

鬼き

神じ
ん

』
が
、

登
別
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
商
店
な
ど
に
登
場
し
、

観
光
客
や
市
民
の
厄
払
い
な
ど
を
行
う
ま
つ
り
で
す
。

各
所
で
は
、
『
湯
鬼
神
か
ぐ
ら
』
が
披
露
さ
れ
、
訪

れ
た
市
民
や
観
光
客
の
厄
払
い
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

『
子
宝
も
ち
つ
き
舞
』
や
甘
酒
・
お
し
る
こ
の
振
る
舞

い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
日
の
夜
に
は
、
下
帯
姿
の
男
性
約
100
人
の
若
者
に

よ
る
『
源
泉
湯
か
け
合
戦
』
が
泉
源
公
園
で
行
わ
れ
、

厳
寒
の
中
、
湯
を
か
け
合
い
な
が
ら
勇
壮
な
騎
馬
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

今
年
は
白
組
が
勝
利
し
た
た
め
、
登
別
温
泉
の
湯
量

が
増
え
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲�ホテルのレストランを練り歩く『湯鬼神』

▲�白組が勝利を飾った『源泉湯かけ合戦』

第46回登別温泉湯まつり

今年の勝者は
　　赤組か白組か 2
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